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印刷業界の「未来」へとつづく「今」を見つける
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すぐに分かる！注目の経営手法や市場の「今」
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わが国では�2020年 9こは 3人9こ1 人が60戴以上のシニア層になる といわれます。シニア層

は可処分所得が多く消費意欲が旺盛で、付細値値の高い躙品を好みやすいといわれ、今後も

シニア市場の可能性は広がるばかり。シニアヘの効果的な蕎品訴求を印刷豪現で支えたり會

繭晶開発に参繍したりする可能性を持つ印刷会社 9ことって、その動向は重妻です。今回は 3 多

様化するシニアの真のニーズをユニバ ー サルデザイン (UD) の視点から研究している湘南く

らしのUD薗品研究宣の皆さんに、シニアに喜ばれる薗品やサ ー ピスの本質につい てご綴介

いただきました。さらに、シニア市場で成功している企纂の取り縮みのポイントも紹介します。

゜

る
す

め
ま

深
し

を
け

み
届

し
お

楽
を

の
報

事
情

仕
な

や
ま

し
ざ

ら
ま

暮
さら

敷居が高い、なんてことはありません。
日本人だからこその芸能

室町時代から約650年の歴史を持つ日本の伝統芸能・能。現代に受け継がれる「世界最古」の演劇として、ユ
ネスコの世界文化遺産にも登録されています。日本人なら 一度は見ておきたい、でも、堅苦しそう・・・…と思わ
れるかもしれませんが、ちよっとした予備知識さえあれば、どなたも楽しく鑑賞できるのです。ぜひ、能の幽
玄な世界観に触れてみませんか？
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能のなりたちと歴史

能とは背景に松が描かれたシンプルな舞台で、シテ（主役）やワキ
（主役と対話したり、状況説明を行う脇役）など最小限の登場人物に
よって繰り広げられる演劇です。しかしそこには音楽（囃子：はやし）
があり、コ ー ラス（地謡：じうたい）があり、面（おもて）を付けたシテに
よる歌（謡：うたい）やダンス（舞）もあり、見どころの多いエンターテ
インメントです。ラ イブで観ると、地謡の迫力ある歌声や囃子方の繰
り出す複雑なリズムに、びったり息の合 ったシテの舞が加わり、力強
いエネルギーを感じることでしょう。それこそ力又能鑑賞の醍醐味で
す。

能は、大陸から伝えられた舞楽を由来とする「猿楽」と、奈良時代よ
り農民が豊作を祝って畑で踊った「田楽」とが混ぜ合 わさって発展し
ました。大衆的な芸能から本格的な舞台芸術となる礎を築いたのは、
室町時代に将軍・足利義満の庇護の下で活躍した観阿弥・世阿弥親
子です。能の表現は優美さを増し、戦国時代には武家の教養としてた
しなまれるように。江戸時代に入ると格式が重視され、現在のような
上演スタイルを確立しました。さらには、参勤交代で地方から江戸に
上る大名に、標準的な言
語や作法を教えるために
も活用されました。その
後は明治維新や戦争な
ど、混乱のたびに存亡の
危機に立たされます。し

能はかつて屋外で上演されるもので
した。立派な屋根が付いているのは、

屋外の舞台をそのまま再現している
ためです（写真提供国立能楽堂）
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能舞台の中心には主に登場人物が演技をする「本舞台」があり、そ
の右側や奥には地謡方囃子方が座るスベ一スが舞台奥左側の
渡り廊下は「橋掛かり」と呼ばれ、登場人物の入退場のほか、「この
世とあの世の通い道」などに見立てられ、演技に使用されます。
アイ座（狂言謳） こうけんざ
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かし、伝統を守る人たちの努力で支えられ、海外からも高く評価され
る古典芸能として今日まで続いています。

シンプルな中にも強さを葛めた表現形式

能の表現は、無駄をとことんそぎ落とし、シンプルながらも力強く、
洗練されているのが特徴です。例えば、シテが悲しみを表現するとき
は、親指以外の4本指を揃え て面の前にかざし、涙を押さえる動作を
します。開いた扇を右手に持ち、胸の前から右上に2度跳ね 上げるの
は喜びの動作。能はこうした基本的な「型」を繰り返すことで、独特
な神秘性を生み出しているのです。

作品のストーリー は謡と呼ばれるセリフや歌によって進行します
が、古文に独特の揮揚が付けられたものなので、現代人の私たちには
少し難しいかもしれません。しかし、作品のほとんどは「平家物語」や
「今昔物語」、「義経記Jなどの古典文学をペースにしているので、それ
らを知っているとスムーズに理解できるでしょう。作品はシテの性別
や内容によって「神男・女・狂・鬼」の5つにジャンル分けすることがで
きます。また、その多くが「すでにこの世にはいない人物による回想
や告白」という形式を取っているのも能のユニ一クな点です。

ちなみに能は、シテを演じる「シテ方」、ワキを演じる「ワキ方」、「囃
子方」を構成する笛や鼓、太鼓など、それぞれに流派があり、完全な分
業制となっています。特にシテ方は観世流、金春流、金剛流、宝生流、
喜多流の5つがあり、同じ曲でも流派によって表現や演出に違いがあ
るので、流派ごとの違いを見比べる楽しみもあるでしょう。

能を見るには？知っておいたほうがいいマナ ー は？

能の上演は、日本各地の能楽堂や公民館などのホール、寺社の野外
舞台などで行われておりチケットはインターネットでも購入できる

41D ●サシ込ミ
扇子を持った右手を前に突き出しながらすり足で進
む型で、内面の思いを集中させている状態です。
●ヒラキ

両腕をゆったりと開きながら数歩下がる型で、心を
ふっと解放させている状態です。

●シオリ
こぼれ落ちる涙を押さえる型で、両手を使う場合は
「モロジオリ」といい、激しい悲しみを表します。

●ユウケン
開いた扇を持つ右手を、胸の前から右上に向かって
2度跳ね上げる型。喜びや興蛮を表現しています。
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きかいがしま

「鬼界烏」2012年9月5日
国立能楽堂能算台
（写真提供：国立能楽堂）
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1, 「盤渉羽衣」2016年6月1日
日本能楽堂能霙台
（写真提供．国立能楽堂）

I 初心者にも分かりやすい能の曲をご紹介
「道成寺」… 安珍•清姫伝説から、鬼となった女性の執念や悲しみを描

いた本作は、能楽師にとっても特別な ー 曲。
しゃっ含ょう

「石橋」・・・自然に 出現したという不思議な橋をめぐる物語 。絢爛豪華な
舞が見どころ。

「羽衣」・・・ご存じ、羽衣伝説を下敷きにした 一 曲。天女が羽衣を身に付
けて優美に舞う姿は 一見の価値あり。

I 能から生まれた言葉
「ノリがいい」…ノリは「乗」とも書き、能や狂言のリズム感に関する用

語です。囃子方が繰り出す複雑な拍子にシテの動きがぴったり合うことを
「ノリ がいい」といいます。

「板につく」…現代ではふるまいや態度がその人の立場や役職にふさわ
しくなったという意味で使われますが、元々は舞台を吸い 付くような 足ど
り（すり足）で進む能楽師の様子を表しています。

「初心忘るべからす」…世阿弥が残した名言の 一つです。現代では「物
事を始めたときの気持ちを忘れるな」という意味で使われますが、世阿弥

の言う「初心」とは、芸事のさまざまな段階における「未熟さ」のことで、
それらを乗り越えるために稽古を続ける重要性＇を説いています。

ほか、現地でも当日券があります。たいていは狂言をはさんで2、3の
作品が上演される形式で、価格は薔い席で10,000円程度、安い席な
ら3,000円程度。服装はかしこまる必要はありません。当日はあらす
じや解説 入りのブログラムをもらえることも多いです力又あらかじめ
内容や謡の歌詞を知っておくと、より理解が深まるでしょう。

また鑑賞にはいくつかの約束事があります。能は開演を知らせる
ブザーなどが嗚りません。そのため時間には余裕を持ち、他のお客さ
まの迷惑にならないよう早めに着席しておきましょう。場内での飲食
は厳禁です。

悲劇ものが多い能の作品。いつの間にか始まり、ひとときの夢のよ
うに終わる舞台の余韻に浸るため、
上演後は拍手を控える観客が多いの
も能ならでは，拍手は必ずしも必要
でないことを心にとどめ ておきま
しょう。

2017年4月20日には、シテ方の流
派の一 つ、観世流の新しい能楽堂が
銀座の複合ピル内に移築オープンす
る予定です。今後も外国人観光客や
若い世代など、より幅広い層にアピー

ルする機会が増えそうな能。私たちも
日本が誇る伝統芸能に、もっと気軽
に親しみたいものですね。
監修•取材協力；能を学ぶ会「葵の会」代表岩井久則
写真提供：国立能楽堂、協力：公益社団法人能楽協会
参考文献：「能楽入門〈1)初めての能・狂言 (Shotor
Llbrary)J (三浦裕子考、小学館刊）
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便うほどに実感。
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3 ウェブサイトで読者アンケートを実施しています。充実した誌面づくりのために、ぜひご協力ください。
\、 .• http://fbs.fujifilm.eo.jp/ rMagazine GC」はウェブサイトでもご覧いただけます。
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